
「ざわタマ」と「百餅祭り」がコラボした岩見沢市限定の
ピンバッジが完成しましたのでご協力お願いします！

社協だよりは赤い羽根共同募金の助成金によって発行しています。

社会福祉法人 岩見沢市社会福祉協議会
　〒068－0031　岩見沢市11条西３丁目１番地９　岩見沢広域総合福祉センター内

153号
令和７年７月
発 行

●総務課・地域福祉課 TEL 22－2960
●居宅介護支援事業所 TEL 23－8224
●訪問介護事業所 TEL 25－6229
●相談支援事業所 TEL 25－6248
●つみき園 TEL 24－2810
●岩見沢市成年後見支援センター TEL 35－5210
●岩見沢市ボランティアセンター TEL 25－5516

●高齢者福祉センターふれあい TEL 23－7588
　（〒068－0820　岩見沢市東山２丁目１番地１）

●栗沢支所〈毎週水曜日・午前中〉 TEL 22－2960
　（〒068－0123　岩見沢市栗沢町東本町21番地）

●北村支所〈毎週木曜日・午前中〉 TEL 56－2281
　（〒068－1213　岩見沢市北村赤川593番地１）
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ざわタマ
岩見沢市社会福祉協議会
イメージキャラクター

今年も10月1日から赤い羽根共同募金がスタート！

岩見沢市社会福祉協議会
岩見沢市共同募金委員会
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申込フォーム

社協では、地域の皆さまのご要望に応じて、職員が町内会や
各種団体の集まりの場に福祉の講座を出前いたします
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講座メニュー表

この記事に関する
　　お問合せや講座申込等
地域福祉課
　　☎22－2960

記載内容以外も対応可能です
福祉に関する講座は

何でもお問合せください！

社会福祉協議会について

時間　20～45分程度

～ 社協ってどんな組織 ～
「支え合い　共に生きる

　住みよい地域づくり」
を進める、岩見沢市社会福祉協議会の
活動等を説明します。

地域ふれあいサロン

時間　20～30分程度

～ 気軽に集う憩いの場づくり ～
　身近な地域で気軽に仲間と楽しく過
ごす地域交流の場（サロン）の立ち上げ
から運営方法について説明します。
※サロンの疑似体験も可能です（90分）

レクリエーション体験

時間　30～90分程度

～ みんなが笑顔になるレク ～

地域や団体等の集まりの時に、手軽に
できるレクリエーションや体操を体験し
ます。

共同募金運動

時間　15～45分程度

～ 自分の街を良くする仕組み ～

赤い羽根共同募金の歴史から、集めら
れた募金の使いみちなどを説明します。

地域福祉懇談会

時間　90～120分程度

～ 地域のお宝さがし ～

地域の良いところ・困りごとなどを地域
の皆さんと一緒に語り合いませんか？

ボランティア活動

時間　20～30分程度

～ ボランティアを始めてみよう ～

ボランティア活動の心構えや市内で活
動しているボランティア団体等を説明し
ます。

車いす体験

時間　60～120分程度

～ 100㎝から見える世界 ～

車いすの操作方法や介助方法を学び、
実際に車いすに乗る立場・押す立場を
体験します。

高齢者疑似体験

時間　60～120分程度

～ 80歳くらいの未来体験 ～

装具を付けて、老化に伴う身体機能の
低下や日常生活の困難さを体験します。

災害ボランティア

時間　15～45分程度

～ 被災時に活躍する災害ボラ ～
被災地に駆けつけるボランティアの活
動を調整する「災害ボランティアセン
ター」の役割や被災地におけるボラン
ティア活動を説明します。

介護保険制度

時間　60～90分程度

～ 現役ケアマネが教えます ～

介護保険制度の概要や介護サービス
の種類・利用するまでの流れを説明し
ます。

在宅介護の方法

時間　30～60分程度

～ 知って得する介護のコツ ～

介護が必要となった家族や大切な人
を、自宅で介護するための必要な基礎
知識や技術を学びます。

視覚障がい疑似体験

時間　60～120分程度

～ 見えない世界を体験 ～

アイマスクを付けて、視力に障がいがあ
る状態や付き添いの介助を体験します。

日常生活自立支援事業

時間　30～60分程度

～ 自分らしい生活のお手伝い ～
高齢や障がいなどにより、福祉サービ
スの手続や金銭管理などが難しい方を
サポートする「日常生活自立支援事業」
について説明します。

成年後見制度

時間　30～60分程度

～ あなたの権利や財産を守る ～
認知症や病気などで判断能力が十分
でない方を法律的に支援する「成年後
見制度」の仕組みや手続方法などを説
明します。

生活福祉資金貸付制度

時間　20～30分程度

～ 生活の安定・自立に向けて ～

社協では、低所得者世帯等へ資金の貸
付や相談支援を行っています。
貸付制度の概要や貸付種類について
説明します。
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《令和６年度　事業報告及び決算報告（概要）》
令和６年度　決算報告（単位：円）

地域福祉の推進

長年にわたり赤字が続く厳しい事業運営を行
ってまいりましたが、市民の皆さまからご協力
いただいた「会費・寄付金」に加え、介護事業を
中心に経営の健全化に取り組んだ結果、事業
収支（①－②）は黒字となりました。

●地域福祉懇談会（4回）
●地域ふれあいサロン活動者研修交流会（23人）
●除雪ボランティア派遣事業（23世帯）
●地域福祉出前講座（7回）
●ボランティアセンター運営事業の実施
　◇ボランティア相談（36件）
　◇ボランティア派遣支援（33人）
　◇広報紙「おもいあい」の発行（3回）
　◇各種ボランティア養成講座（5講座）
●将来を見据えた福祉教育の推進
　◇児童・生徒のボランティア体験研修会（17人）
　◇指定地域福祉教育セミナー（11人）
　◇福祉体験学習の実施（22回）
●災害ボランティアセンターの組織整備
　◇災害ボランティアセンター体験研修会（37人）
　◇被災地職員派遣（山形県　酒田市　１人）

●生活困窮者等への支援
　◇生活福祉資金貸付事業（9件）
　◇愛情銀行緊急生活費交付事業（14件）
　◇安心サポート事業（8件）
●地域における権利擁護の推進
・日常生活自立支援事業（新規6件、18件）
・成年後見支援センター事業
　◇運営協議会・事例検討会の開催
　◇市民後見人養成講座の開催
　（基礎編4人、フォローアップ編5人）
　◇法人後見の受任（新規1件、19件）
　◇法人後見支援員スキルアップ研修会（18人）
　◇成年後見制度講演会（34人）

地域福祉活動計画策定に係る懇談会やアンケートの実施及び岩見沢市地域福祉計画と整
合性を図り、様々な地域課題に対応するため、行政をはじめ地域住民やボランティア、福祉
団体など関係機関と連携・協働した地域福祉の推進を計画的に進めるための第２期地域福
祉活動計画を策定しました。

介護事業等の福祉サービスについては、計画に沿って経営の改善と業務の効率化を進めた
結果、訪問介護と児童発達支援（つみき園）事業では介護報酬等が昨年に比べ増収となり、
サービス事業全体の収支も昨年度を上回りました。

本会に寄せられる会費や寄付金が減少傾向にある中、安定的な自主財源を確保するため、商
工会議所等への協力依頼、広報紙やイメージキャラクター「ざわタマ」を積極的に活用して会
員の募集を行いました。
また、職員が自ら積極的に行動し役割を的確に遂行できるよう、各種研修会・講習会に参加
し、職員の意識改革と資質向上による組織内部の強化に努めました。
今後の組織体制並びに財政基盤の強化を継続的に進めるため、第３期発展強化計画を策定
しました。

～会費・寄付金等、多くの皆様からの
　　　　　　　　　ご支援をお待ちしてます～

重
　
点
　
項
　
目

第２期地域
福祉活動
計画の策定

運営基盤の
強化と
財源確保

福祉サービス
事業の推進
及び

経営の健全化

収　入　科　目 決 算 額
会費収入 4,015,800
寄付金収入 1,865,473
補助金収入 63,380,527
受託金収入 51,422,723
負担金収入 185,716
共同募金配分金収入 5,448,975

支　出　科　目 決 算 額
人件費 176,478,598
事業費 44,748,597
事務費 10,450,223
助成金 5,147,713
負担金 522,600

事業支出合計② 237,347,731
介護保険事業収入 61,199,990
障害福祉サービス等事業収入 48,593,100
事業収入 4,011,940
受取利息配当金収入 190,066
雑収入 1,478,084

事業収入合計① 241,792,394
積立資産取崩収入他 2,989,919

総　収　入　額 244,782,313
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《令和７年度　事業計画（重点事業）及び予算（概要）》
令和７年度　事業予算（単位：円）

この記事に関するお問合せ ▶ 総務課　☎22－2960

　地域支え合いの仕組みづくりを進めるとともに、地域住民が自らの意思で地域福祉活動に参加できるよ
うな、住民と一体となった取り組みを推進してまいります。
　当会の基本理念である「支え合い　共に生きる　住みよい地域づくり」の推進に向け、次の３点を重点事
項に掲げ、地域福祉のさらなる向上と充実を図り、住み慣れたところで誰もが安全で安心して幸せに暮らせ
る地域づくりを目指します。

　身近な地域でのつながりや絆を深め、さまざまな世代の人々が、互いに役割や関わりを持ち、地域住民が
主体となった支え合い活動や多世代交流の場づくりの支援を行い、地域社会からの孤立を防ぐとともに、関
係機関や団体等と連携・協働しながら、地域全体で高齢者等の生活を支える体制づくりを進めていきます。

重点項目１ 地域コミュニティ活動の充実

　本会を取り巻く社会状況や求められる役割などの様々な変化に対応し、地域福祉を推進する団体としての
使命を達成するために、組織体制や財政基盤の強化と今後の事業展開の中期的な目標・方針を明確にし、安
定的に活動が継続できる様に第３期発展強化計画を推進します。

重点項目２ 第３期発展強化計画の推進

　令和６年度から居宅介護支援と訪問介護の２事業所で運営していますが、引き続き、今後５か年による経
営改善計画に沿った事業運営の推進及びサービス管理体制の強化、業務のスリム化など、費用対効果等を捉
え、加算の取得や適正な人員配置等、運営形態を詳細に分析して、それに基づいた効率的運営と経営の安定
と健全化を目指します。

重点項目３ 福祉サービス事業の推進及び経営の健全化

収　入　科　目 予 算 額
会費収入 3,991,000
寄付金収入 1,520,000
補助金収入 71,088,000
受託金収入 50,521,000
負担金収入 430,000
共同募金配分金収入 4,545,000

支　出　科　目 予 算 額
人件費 189,394,000
事業費 47,774,000
事務費 13,488,000
助成金 4,876,000
負担金 663,000

事業支出合計② 256,195,000
介護保険事業収入 66,764,000
障害福祉サービス等事業収入 46,857,000
事業収入 3,674,000
受取利息配当金収入 2,000
雑収入 892,000

事業収入合計① 250,284,000
積立資産取崩収入他 5,911,000

総　収　入　額 256,195,000
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心温まる善意 ～ ご寄付いただきありがとうございます ～
ボランティア団体の活動支援 ボランティア体験講座開催 除雪ボランティア派遣事業 福祉体験学習

－ 社協会費ご協力のお願い －
社会福祉協議会は、市民の皆さまに支えられながら活動する民間の福祉団体です。
市民の皆さまと協働して地域福祉活動を進めるため、会員会費制度をとり、財源確保に努めています。
１口から受け付けておりますのでご協力をお願いいたします。

　寄付金や寄付物品は、社会福祉協議会の事業や運営に活用されています。
　一人ひとりが地域で必要なサービスや支援を受けながら、いきいきと暮らし続けることができるまちづ
くりを進めるために、ご協力をお願いいたします。

※令和７年１月１日から４月30日までのご寄付で掲載承諾を得た方のみ掲載しております（順不同・敬称略）

区　　分 構　　成　　員 年　　額 令和６年度  会費報告
一般会員 町内会・自治会の会員 １世帯　　   100円 25,058世帯
賛助会員 個人で賛同された方 １　口　   1,000円 495口
特別会員 法人・事業所・団体など １　口　   5,000円   87口
企業会員 株式会社・有限会社など

※特別会員・企業会員のホームページアドレスのリンクを当会ホームページに、
協力会員として掲載いたします。ご希望があればお申し出ください。

１　口 　  10,000円 58口

2,505,800円
495,000円
435,000円
580,000円

合　　計 4,015,800円

この記事に関するお問合せ ▶ 総務課　☎22－2960

寄　付　金 リングプル エコキャップ そ　の　他
（５0,000円）
武 田 明 夫
穴 田 和 枝
栗沢更生
保護女性会

（４0,000円）
籠 島 美 智 恵

（30,000円）
籠 島 花 実
山　本　スエ子
小 道 宏 子
長 森 　 暁
近 藤 　 喬

（20,000円）
森 田 良 一
室 永 重 好
長谷川  博
藤 本 静 子
森 　 悦 子

（９,５00円）
ＨＳＣ
スキークラブ

武 田 　 修
道 下 由 男
髙 木 初 江
矢 野 美 恵
工藤　昇・修子
岩見沢市立明成中学校
千草町会
稲穂みのり会
日の出南町内会
㈱大和商会
積水化学北海道㈱
㈲北央防災設備

川 田 隆 広
湯 藤 美智雄
内 海 泰 子
関 口 義 昭

他８件 他25件

工藤　昇・修子
奥 泉 　 修
矢 野 美 恵
藤 部 幸 子
岩見沢市立明成中学校
岩見沢緑陵高校ボランティア部
北海道岩見沢高等養護学校
千草町会
南ヶ丘町会
岩見沢はまなすライオンズクラブ
大川眼科
ケアプラザ岩見沢
西町会すこやかサロン
㈲北央防災設備

湯 藤 美智雄
東　　 みや子
須河内 　　彰
内 海 泰 子

伊 藤 清 美
北 山 康 夫
寺 林 貴美子
岩見沢市赤十字奉仕団
北海道コカ・コーラボトリング㈱

㈲北央防災設備
北燃商事㈱
稲穂みのり会

岩見沢メープルライオンズクラブ

岩見沢グリーンライオンズクラブ

古切手
古切手
古切手
古切手

古切手
古切手
古切手

古切手・使用済テレホンカード

古切手・未使用ハガキ

書き損じ・未使用ハガキ他14件

他12件

※令和６年度　賛助会費追加者　浅田正昭さま　３口　3,000円

会費や寄付による活動内容
●地域の見守り・交流活動支援
●福祉団体等の活動支援
●ボランティア活動の普及・推進
●福祉教育の推進　など
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【社協の事業】

成年後見制度 とは？

この記事に関するお問合せ ▶ 成年後見支援センター　☎35－5210

相談支援

　認知症や知的障がい、精神障がいなどによって
判断能力が十分でない方に対して、家庭裁判所か
ら選任された成年後見人等が、本人に代わって財
産を管理したり、必要な契約を結
んだり、不要な契約を取り消した
りすることによって、本人の生活
や財産を守る制度です。

　判断能力に不安がある方の生活や財
産管理に関する困りごとについて、相談
に応じます。

　成年後見制度の利用が必要な方やご
家族などに申立手続に関する説明や支
援を行います。

申立手続支援

市民後見人の養成と活動支援
　市民後見人の養成のため、成年後見
制度に関する知識や技術を身につける
研修を行います。
　市民後見人の活動が適切かつ安心し
て行えるよう支援します。

【開催日時】

【開催場所】

９月30日～10月21日　10：00～16：30　毎週火曜日（全４回）
※日にちにより時間は多少前後します。
岩見沢広域総合福祉センター　（岩見沢市11条西３丁目１番地９）

　成年後見制度を多くの人に知っていた
だくために講演会や町内会などへの出
前講座を行います。

普及啓発

認知症の親や障がいのある親族の、、、
●預貯金の管理や解約が必要になった
●本人名義の自宅を売却する必要がある
●相続手続（遺産分割協議）をしなければなら
ない
●介護施設の入所契約や入院の手続が必要
●悪質な訪問販売や詐欺被害を防止したい
●生命保険の保険金請求をしたい　　　など

どんな時に成年後見制度が必要？

社会福祉協議会がどのような事業を行っている
か知りたい！ そんな疑問を解決する為、全６回
に分けて毎号掲載していきます。

　社協では、岩見沢市の委託を受けて平成28年10月14日から成年後見支援センターを運営しています。
　当センターでは、高齢の方や障がいのある方の生活や財産管理などの困りごとに関する相談支援や必要
に応じて「成年後見制度」「日常生活自立支援事業」の利用に繋げ、住み慣れた地域で安心して暮らせるよ
うサポートしています。

　同じ地域に住む市民として、身近に寄り添い支援する「市民後見人」の
養成講座を開催します。

岩見沢市成年後見支援センターの取り組み

市民後見人養成講座　開催

る
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この記事に関するお問合せ ▶ 訪問介護事業所　☎25－6229

この記事に関するお問合せ ▶ 地域福祉課　☎22－2960

この記事に関するお問合せ ▶ 岩見沢市ボランティアセンター　☎25－5516

場 所 受講料
（１講座）

岩見沢広域総合福祉センター
（岩見沢市11条西３丁目１番地９） 申 込 電話または上記QRコードから

※申込締切は各講座の２日前まで
300円

（大学生以下無料）

短時間・週１回からでもＯＫ！
資格がない方は「資格取得助成制度」が
あります！（最大10万円まで）家事援助1,150円　身体介護1,500円

週１回から１～４時間程度　シフトによります
介護福祉士または初任者研修修了者（旧ホームヘルパー２級以上）、普通自動車免許
交通費支給、有給休暇有、賞与（年２回、支給上限有）
勤続年数手当、資格手当、休日手当　他

認知症予防に効果的な運
動を体験します。

　今年度、新たに４団体から地域ふれあいサロンの登録が
ありましたので紹介します。

サロンづくりの主人公は、地域の皆様です！
サロンの立ち上げから運営など、地域の皆様と一緒に考えて
いきますので、お気軽にご相談ください。
※職員が地域に出向いて「出張ふれあいサロン（1日体験）」も
行っています。

募金百貨店プロジェクトとは…
「寄付金つき商品・企画」を開
発・販売し、その売上の一部を
赤い羽根共同募金に寄付する
ことにより、地域福祉に貢献し
たいという企業・法人・店舗等
をサポートする取り組みです。

寄付金つき商品・企画を通じて、募金というカタチで地域福祉
に貢献していただける企業・法人や店舗等を募集しています。

●ちぐさ木曜日の集い（千草町会）
●サロンおたっしゃで（幌向第17～20町内会）
●7条東元気アップル（7条東町内会）
●ふれあいサロン（ひばり町内会）

募金百貨店プロジェクト例
●ラーメンやコーヒー１杯につき
〇〇円を寄付
●車検1台につき〇〇円を寄付
●封筒や名刺印刷につき〇〇円
を寄付　など

【時　給】
【時　間】
【資　格】
【手当等】

７月29日（火）
13：30～15：30

ダンボールベットの組立な
ど会場を避難所に
見立てた体験を行
います。

８月５日（火）
13：00～16：00

車いすの操作
を学び、高齢
者の日常動作
も体験します。

８月１日（金）
13：30～15：30

聴覚に障がいがある方の
お話、手話による
挨拶や自己紹介を
体験します。

７月31日（木）
13：30～15：30

防災グッズを使った避難
食の炊き出しを
行い、実際に食
事もします。

８月19日（火）
10：00～13：00

ことば遊び、ゲー
ム、大型紙芝居
などを楽しく体
験します！

８月21日（木）
13：30～15：00

親子参加！
　複数受講大歓迎！

アイマスクと白杖で
目の不自由な人の
日常とガイドで接す
る人の疑似体験。

８月７日（木）
13：30～15：30

申込フォーム

【協力店第1号】
みすみ鍼灸整体院 様

受講者
募集中！


